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令和元年 10月 20日

第 9号

ふ　　え　　　　　　　　　　ね　　

笛の音久喜市立郷土資料館だより

　令和元年 7 月 31 日に、鷲
わしのみやじんじゃ

宮神社で夏
な こ し さ い

越祭が行われ

ました。参拝に見えた人たちが無
むびょうそくさい

病息災を願って拝殿

前で茅
ち

の輪くぐりをする中、午前 11 時頃から神楽殿

で鷲
わしのみやさいばら

宮催馬楽神楽が奉納されました。午後 4 時から神

社の神職のほか関係者が鷲宮神社を出発し、加須市洗

磯神社付近の中川で「形
かたしろ

代流し」が行われました。こ

れは名前や生年月日を記した「形代」と呼ばれる人
ひとがた

形

の紙片に、体の悪い部分などの穢れを託し、川に流す

行事です。舟に乗った神職たちが祝
の り と

詞をあげる中、形

代が勢い良く川に放たれる様子は壮観です。　

　　　　　　　　　　（郷土資料館学芸員　星野　諒）
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形代流しの様子（令和元年 7 月 31 日撮影）



　 鷲
わしのみや

宮催
さ い ば ら

馬楽神楽は昭和 20 年

頃には後継者が減少し、衰退

の 危機に瀕していました。伝

承者の中でも笛や舞を完全に演

じることができたのは、 鷲
わしのみや

宮

神
じんじゃ

社の神楽役を代々務めていた

白石家の白
しらいしくにぞう

石國蔵氏（1891 ～

1966）を残すのみとなりまし

た。

　神楽のおかれた状況を憂いた國蔵氏は、同じく江戸

時代から神社に仕えていた針谷家の健次氏のもとを訪

ね、神楽復興の話を持ちかけます。健次氏は戦地で生

死の境をさ迷い、夢枕で神楽の笛の音を聞いて九死に

一生を得た経験もあり、協力を快諾します。その後、

神社の宮司相沢正直氏や氏子総代鈴木福太郎氏の協力

も得ながら、神楽の復興運動が始まりました。

　しかし、戦後の貧しい時代にあって、神楽を習おう

とする者は少なく、復興は困難を極めました。そうし

た中で、健次氏は人々に神楽への興味をもってもらう

ために、神
か ぐ ら ば や し

楽囃子をテープに録音して聴かせることを

思い立ちます。唯一の伝承者だった國蔵氏は 1 人で笛、

大
だいびょうし

拍子、大
お お だ い こ

太鼓、小
こ だ い こ

太鼓の四つの楽器を重ね撮りし、

5 か月の長い期間を要してテープが完成しました。そ

して、昭和 30 年 7 月 1 日に神社の神楽殿でテープの

試聴会が開催されました。

　また、同年にはＮＨＫから神楽の笛を録音し、放送

させてほしいとの依頼があり、7 月 31 日に國蔵氏の

笛の演奏が全国放送されることとなりました。健次氏

は全町内にこの放送を聴くように伝えるとともに、神

楽の継承を志す若者に集まってほしいと呼びかけまし

た。こうした働きの甲斐もあり、神楽復興に賛同する

27 名の若者が集まったといいます。

　その後、昭和 30 年 8 月から実際に神楽の練習が始

まりました。練習が始まった頃は、健次氏の私財で買っ

た米１俵が夜食として振る舞われました。それを目当

てに練習に来る人もいたため、20 日ほどで米が底を

尽きると、多いときは 70 人近くいた参加者も徐々に

少なくなり、最終的には 6 人のみとなりました。

　こうして國蔵氏の指導のもと、残った若者 6 人を

中心として、本格的に復興が進んでいきます。（星野）
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神楽の世界　⑧　　昭和の神楽復興（前編）

収蔵資料紹介 ⑨

　郷土資料館では、霊
れ い じ ゅ じ

樹寺（鷲宮 3 丁目）が所蔵し

ている木造釈迦如来坐像の複製品を収蔵しています。

　複製品は、実物の資料を常設展示することにより劣

化が進む恐れがある場合や、郷土資料館の収蔵資料で

はないが、市の歴史上重要な資料等である場合などに

製作します。

　この仏像は、平安時代末から鎌倉時代の初めに製作

されたもので、埼玉県有形文化財に指定されています。

郷土資料館では、平成 11 年（1999）度の特別展に

あわせて複製品を製作しました。

　製作の過程は、次のとおりです。

①仏像に鍚
すずはく

箔を貼り、資料を保護する。

②複製品の型を作るため、鍚箔の上にシリコン樹脂を　　

　塗る。

③シリコン樹脂の硬化後、外側を石膏で固める。

④シリコン樹脂と石膏を仏像の前面と後面に分割して　　

　はずす。（複製品の型ができる。）

⑤成形用樹脂にガラス繊維等、補強材を含めて型に塗　　

　りこみ、前後の型にあわせる。

⑥成形用樹脂を型からはずし、形をきれいに整える。

⑦実物資料を参照しながら色調や材質感に留意し、克　

　明に彩色を行う。

　郷土資料館にとっては、複製品も実物資料とともに

貴重な収蔵資料となっています。

　　　　　　　　　　　（文化財保護課　丸山　謙司）

木
も く ぞ う し ゃ か に ょ ら い

造釈迦如来坐
ざ

像
ぞ う

の複製

　笛を吹く白石國蔵氏

木造釈迦如来坐像（複製）
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文化財調査の窓
　

現
在
開
催
中
の
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「
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喜
市
の
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」
で
展

示
を
し
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百
人
一
首
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縦
約
八
九
㎝
、
横
約
一
八
五
㎝
の
三
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。

　

絵
馬
の
一
枚
目
に
は
、
画
面
中
央
に
「
奉
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大
々

御
神
楽
講
中
」
と
あ
り
、
こ
の
絵
馬
が
伊
勢
神
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参
拝

の
記
念
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し
て
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中
に
よ
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奉
納
さ
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こ
と
が
分
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ま
す
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ま
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こ
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考
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ら
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枚
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墨
書
銘
が
あ
り
、
こ
れ
に

よ
れ
ば
右
の
百
人
一
首
図
は
、
以
前
に
奉
納
し
た
が
破

損
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催
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献
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郎
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衛
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。
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介
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史
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百人一首絵馬　二枚目裏

百人一首絵馬　一枚目表

百人一首絵馬　三枚目裏
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電車で

　■東武伊勢崎線　鷲宮駅下車　徒歩 15 分

　■ＪＲ宇都宮線　東鷲宮駅下車 「豊野コミュニティセンター」

　　 行きバス 「図書館入口」 下車　徒歩 2 分

自動車で

　■東北自動車道　　加須インターから 10 分

　　　　　　　　　　　　　 久喜インターから 25 分　　

お 知 ら せ 情 報

郷土資料館まつり開催

　

会　　  場　郷土資料館　展示ホール

日　　  時　令和元年   11 月   9 日（土）

　　　　　       　　     11 月 10 日（日）

　　　　　両日とも午後 1 時～午後 3 時まで

対           象　どなたでも

参   加   費　 無料

合併 10 周年記念特別展関連講座「解読！久喜市の大絵馬」
参加者募集

　じゅずだまアクセサリーやわりばしでっぽうな

どの昔懐かしいおもちゃ作りやわだこなどの昔の

おもちゃの展示を行います。

じゅずだまアクセサリー わだこ

現在開催中の合併 10 周年記念特別展「久喜市の

大絵馬―描かれた庶民の「願い」と「感謝」のか

たち―」（令和元年 12 月 8 日まで）に関連して、

専門家から市内の絵馬の特色について、お話しし

ていただきます。

講　　  師　大久根　茂　氏

　　　　　（埼玉県立川の博物館　研究交流部長）　　  

会　　  場　郷土資料館　視聴覚ホール

日　　  時　令和元年   11 月  30 日（土）

　　　　　 10 時 30 分～ 12 時（受付 10 時）

定           員　40 名（申込順）

参   加   費　 無　料

申　　 込    ［久喜市内在住・在勤・在学者の方］

　　　　　  令和元年 11 月   7 日 ( 木 )10 時から

　　　　 　［久喜市外にお住まいの方］

　　　　　  令和元年 11 月 14 日 ( 木 )10 時から

　　             郷土資料館窓口にて直接か、電話にて

　　　　　  お申込みください。


